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メディアに向かうという考え方である（Armstrong & Rubin, 1989; Davis et al., 1976; 















































10歳代 124（72.1%） 128（74.4%） 172
20歳代 162（98.8%） 120（73.2%） 164
30歳代 225（99.1%） 168（74.0%） 227
40歳代 272（98.2%） 198（71.5%） 277
50歳代 252（93.7%） 152（56.7%） 269






























































項　　　目 カテゴリー Ｎ カテゴリー スコア レ　ン　ジ 偏相関係数
性 別
男 性 143 0.378 
0.710 0.136
女 性 163 -0.332 
結 婚
結婚している 255 -0.092 
0.553 0.057
独 身 51 0.461 
子 ど も
子 ど も い る 271 0.054 
0.476 0.054
子どもいない 35 -0.421 
一人暮らし
一 人 暮 ら し 36 -0.543 
0.616 0.055
共 同 生 活 270 0.072 
仕 事
仕 事 あ り 143 0.294 
0.553 0.106
仕 事 な し 163 -0.258 
学 歴
小中学校卒業 60 -0.866 
高 校 卒 業 174 0.315 1.181 0.173 
大 学 以 上 72 -0.040 　 　
世 帯 年 収
200 万 未 満 59 -1.098 
400 万 未 満 141 0.084 1.598 0.195 
400 万 以 上 106 0.500 　 　




























（毎日） メール ネット ゲーム カメラ テレビ 音楽
電子
マネー
10歳代 43 122 84 47 97 35 57 0
（n=124） （35.0%） （98.4%） （67.7%） （37.9%） （78.2%） （28.2%） （46.0%） （0%）
20歳代 97 159 146 76 128 32 64 7
（n=162） （59.9%） （98.1%） （90.1%） （46.9%） （79.0%） （19.8%） （39.5%） （4.3%）
30歳代 135 225 168 51 170 58 41 21
（n=225） （60.0%） （100%） （74.7%） （22.7%） （75.6%） （25.8%） （18.2%） （9.3%）
40歳代 157 259 171 48 169 65 40 26
（n=272） （57.7%） （95.2%） （62.9%） （17.6%） （62.1%） （23.9%） （14.7%） （9.6%）
50歳代 156 216 88 12 164 57 18 8
（n=252） （62.2%） （85.7%） （35.2%） （4.8%） （65.1%） （22.6%） （7.1%） （3.2%）
60歳代 167 190 37 7 169 18 2 7



















　 よく会う友人 会わない友人 家族 親戚 仕事関係
10歳代（n=107） 70（65.4%） 14（13.1%） 87（81.3%） 5（  4.7%） 2（  1.9%）
20歳代（n=158） 83（52.5%） 23（14.6%） 120（75.9%） 6（  3.8%） 34（21.5%）
30歳代（n=218） 80（36.7%） 31（14.2%） 192（88.1%） 23（10.6%） 56（25.7%）
40歳代（n=258） 82（31.8%） 28（10.9%） 219（84.9%） 29（11.2%） 73（28.3%）
50歳代（n=245） 88（35.9%） 23（  9.4%） 217（88.6%） 53（21.6%） 71（29.0%）
60歳代（n=275） 115（41.8%） 39（14.2%） 221（80.4%） 92（33.5%） 59（21.5%）
【表4】プライベートでよく電話する相手（年齢層比較）
　 よく会う友人 会わない友人 家族 親戚 仕事関係
10歳代（n=117） 106（90.6%） 40（34.2%） 81（69.2%） 10（  8.5%） 3（  2.6%）
20歳代（n=156） 112（71.8%） 54（34.6%） 104（66.7%） 8（  5.1%） 35（22.4%）
30歳代（n=219） 120（54.8%） 80（36.5%） 179（81.7%） 19（  8.7%） 52（23.7%）
40歳代（n=250） 115（46.0%） 73（29.2%） 201（80.4%） 31（12.4%） 57（22.8%）
50歳代（n=212） 86（40.6%） 48（22.6%） 185（87.3%） 33（15.6%） 46（21.7%）




































年齢層 出会い 逃避 交流 知識
10歳代（n=119） 2.08 （0.88） 1.93 （0.83） 3.24 （0.60） 2.63 （0.91）
20歳代（n=159） 　 2.04 （0.70） 　 3.28 （0.59） 2.92 （0.90）
30歳代（n=221） 　 1.64 （0.61） 　 3.06 （0.68） 2.50 （0.95）
40歳代（n=268） 　 1.50 （0.57） 　 2.88 （0.70） 2.29 （0.93）
50歳代（n=250） 　 1.39 （0.46） 　 2.76 （0.74） 1.94 （0.91）
60歳代（n=284） 　 1.36 （0.48） 　 2.64 （0.79） 1.61 （0.75）
【表８】携帯電話の効用認識の平均値（標準偏差）（年齢層比較）
【表６】　携帯電話の効用項目の探索的因子分析（10歳代）
逃避 知識 出会い 交流
日常のわずらわしさから逃れることができる .967 .106 -.228 -.038
現実から離れて自由にふるまえる .654 -.090 .241 .025
寂しさを紛らわせることができる .640 -.024 .128 .006
世の中で何が起こっているかを知ることができる -.012 .836 .009 -.061
知識を広げることができる .086 .704 .001 .043
いち早く新しい情報を得ることができる -.041 .689 .082 .083
考え方や意見が自分と全く違う人と出会える -.157 .052 .999 -.014
自分の存在を知ってもらうことができる .291 -.032 .569 .099
趣味や関心が同じ人と出会える .197 .107 .532 -.120
ふだんから会う友人・知人と常に親密なやり取りができる .020 -.025 -.059 1.014
ふだん会わない友人・知人とも関係を保てる .000 .050 .203 .382
家族・親戚とのやり取りができる -.141 .128 -.172 .227
【表７】　携帯電話の効用項目の探索的因子分析（60歳代）
逃避＆出会い 知識 交流
考え方や意見が自分と全く違う人と出会える .888 -.015 -.136
現実から離れて自由にふるまえる .676 .022 -.051
日常のわずらわしさから逃れることができる .633 -.076 .120
自分の存在を知ってもらうことができる .541 .203 -.054
寂しさを紛らわせることができる .460 .257 -.033
趣味や関心が同じ人と出会える .454 -.096 .259
いち早く新しい情報を得ることができる -.063 .969 -.032
世の中で何が起こっているかを知ることができる .034 .691 .081
知識を広げることができる .136 .541 .126
ふだんから会う友人・知人と常に親密なやり取りができる -.011 -.010 .838
ふだん会わない友人・知人とも関係を保てる .098 .051 .496




















































































































　 テレビ ラジオ 新聞 PCサイト 携帯サイト SNS（PC） SNS（携帯）
10歳代 161 39 102 53 43 13 18
（n=172） （93.6%） （22.7%） （59.3%） （30.8%） （25.0%） （7.6%） （10.5%）
20歳代 157 48 94 67 92 25 46
（n=164） （95.7%） （29.3%） （57.3%） （40.9%） （56.1%） （15.2%） （28.0%）
30歳代 218 72 132 108 83 30 28
（n=227） （96.0%） （31.7%） （58.1%） （47.6%） （36.6%） （13.2%） （12.3%）
40歳代 266 100 207 120 66 15 17
（n=277） （96.0%） （36.1%） （74.7%） （43.3%） （23.8%） （5.4%） （6.1%）
50歳代 264 110 217 97 25 9 1
（n=269） （98.1%） （40.9%） （80.7%） （36.1%） （9.3%） （3.3%） （0.4%）
60歳代 336 155 296 37 12 0 1
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An Exploratory Study of 
Mobile Phone Use among Japanese Elderly
KOTERA Atsushi
Despite an increasing number of mobile phone users among the elderly in 
Japan, research in media studies has focused exclusively on adolescents or children. 
By analyzing a nationwide survey conducted in 2011, this exploratory study examined 
the barriers against ownership, uses and gratifications, and functional alternatives of 
mobile phone use among elderly Japanese. The results show that the mobile phone 
can fortify a digital divide among the elderly. Furthermore, elderly people mainly use 
the mobile phone for family communication, not as multi-media. Additionally, mobile 
phone owners use the home telephone and the Internet more than non-owners. This 
article also discusses and proposes how we can better understand media use by the 
elderly in future research.
